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本報告の骨子
1 研究の概要と推進計画について
2 研修講座について
3 検証授業について
4 指導案バンク、オンデマンドについて
5 今年度の成果と課題について
6 来年度に向けて
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授業力の向上 と 校内研修の在り方

子どもたちが
生きていく社会

子どもたちに
求められる力

求められる　　
授業像

研究の方向性

1 研究の概要について
研究主題
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【研究計画】１年目＜令和６年度＞　研究の充実に向けた情報収集
　　研究主題・主題設定の理由・研究仮設・研究の視点の検討

　　仮説１　視点１に関わって
　　・研修講座による情報発信
　　・研修授業において、今後の授業改善に向けた取組
　　・指導案バンクの整理・収集作業

　　仮説２　視点２に関わって
　　・研修講座による情報発信
　　・研修授業において、今後の授業改善に向けた研修の在り方の検討
　　・講座参加者にアンケートの実施、各校の実態把握

２年目＜令和７年度＞　１年目で出た課題についての収集、検討、発信
３年目＜令和８年度＞　３年間の調査をまとめる
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(1)「校内研修」

(2)「学習指導（授業づくり）」

２ 研修講座について

(３)「学習指導（授業改善）」
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（１）６月１１日　研修講座「校内研修」講義1

研究主題解決のための研究仮説や研究
計画の立て方

まとめ方と次年度へのつなげ方
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（１）６月11日　研修講座「校内研修」講義1 9



（１）６月１１日　研修講座「校内研修」講義1 10



（１）６月１１日　研修講座「校内研修」講義1 11



（１）６月１１日　研修講座「校内研修」講義1 12



（１）６月１１日　研修講座「校内研修」講義1 13



①６月１１日　研修講座「校内研修」講義1 14



（１）６月１１日　研修講座「校内研修」講義1 15



【演習】各校の校内研修の 現状と課題の交流 

はじめに… 

・各グループで、自校の校内研修の概要の紹介 

（主題や、推進計画など自己紹介を含めて簡単に）

（1人1分程度） 

（１）６月１１日　研修講座「校内研修」
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【成果と課題】

○成果

・1人で研究係を担当している、または初めて研究係を担当した、など不安や悩みを
抱えた先生方と一緒に、演習・交流を行えたため、お互いにアドバイスをし合えたり、
共感できたりと、「良かった！」「みんな困っていたんだ！」と正直に話し合うこと
ができた。

・参加者の先生方に資料を持参してもらったことで、活発な話し合いとなった。

・昨年度の反省で上がっていた演習、交流の時間を長く取ることが出来た。

●課題

・ワークショップ型の校内研修モデルは浸透しつつあるため、主題設定の有無やミニ
研修等、より具体的な事例や実践紹介を行っていく。

（１）６月１１日　研修講座「校内研修」 17



（２）６月５日　研修講座「学習指導」（授業づくり）

『授業づくりに悩んでいませんか？
一緒に授業をつくりましょう！』

①タイムマネジメント

②ねらいに基づいた評価規準

③教科書
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学
習
指
導
・
授
業
づ
く
り
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事後研の交流　 付箋にびっしり！
一人ひとりの思いが！

進んで、質問！
日常の授業づくりの悩みから
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（２）６月５日　研修講座「学習指導」（授業づくり）

　１　前時をふり返る

　２　問題をつかむ

　３　課題

　４　見通しをもつ

　５　自分の考えをもつ（自力解決）

　６　交流（ペア、グループ、全体）

　７　まとめ

　８　練習問題でたしかめる

　９　ふり返る

①タイムマネジメント　例　

 
〇授業

じゅぎょう

で学習
がくしゅう

したこと 

〇自分
じ ぶ ん

なりにわかったこと 

 
〇学習

がくしゅう

の中
なか

で気
き

づいたこと 

〇友達
と も だ ち

から学
ま な

んだこと 

 

〇もっと知
し

りたいこと 

〇これから生
い

かしたいこと 

（例）振り返り
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（２）６月５日　研修講座「学習指導」（授業づくり）

②ねらいに基づいた評価規準　（例）４年　算数「角」

これができるように！
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（２）６月５日　研修講座「学習指導」（授業づくり）

③教科書の構成

　　国語　学習計画

言
葉
と
事
実  

学
習
計
画 

  

一
． 

筆
者
の
言
い
た
い
こ
と
は
？ 

（
１
） 

「
事
実
」
と
は
、ど
ん
な
こ
と
？ 

（
２
） 

③
段
落
「
ど
う
も
、そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。」
こ
の
後
、筆
者
は
な
ん
て
言
い
た
い
？ 

 

二
． 

三
つ
の
事
例
と
は
？ 

三
つ
の
事
例
を
通
し
て
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
？ 

 

三
． 

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
「事
例
」に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
を
書
こ
う 

 

四
． 

友
達
と
交
流
し
よ
う 

（
１
）
友
達
は
ど
ん
な
例
を
も
と
に
考
え
て
い
る
？ 

（
２
）
事
実
の
表
し
方
に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
？ 

 

◎
ふ
り
返
り 

    

①
三
つ
の
事
例
を
通
し
て
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
？ 

    

②
言
葉
で
事
実
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、言
葉
か
ら
事
実
を
想
像
し
た
り
で
き
た
？ 

事
例
と
解
説 

『
言
葉
と
事
実
』
は
、
事
例
を
も
と
に
解
説
し
た
文
章
で
す
。 

「
事
例
」
と
は
、
筆
者
が
取
り
上
げ
た
具
体
例
、「
解
説
」
と
は
、
そ
の
事
例
を
も
と
に
、
筆
者
が
伝
い
た

い
こ
と
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
文
章
で
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
読
む
こ
と
が
大
切
で
す
。 

●
筆
者
が
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
、
ど
の
よ
う
な
結
末
に
な
っ
た
か
。 

●
筆
者
が
解
説
し
て
い
る
こ
と
は
、
事
例
の
ど
の
部
分
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 
事
例
と
解
説
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
、
筆
者
の
考
え
を
な
っ
と
く
し
た
り
、
疑
問
点
を
見
つ
け
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   

言
葉
と
事
実
と
の
関
係
を
考
え
よ
う 

事
例
と
解
説
を
も
と
に
、 五

年　

言
葉
と
事
実

三
年　

モ
チ
モ
チ
の
木

二
年　

え
い
っ
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（２）６月５日　研修講座「学習指導」（授業づくり）

　「“問い”の連続でつくる数学的活動」算数　教科書の基本姿勢
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（２）６月５日　研修講座「学習指導」（授業づくり）

 

算数のミカタ／学びのマップ

ここが大事

　①短時間に話す機会の
　　確保
　②安心、自信
　③練習
　④教師側の支援、
　　見取り
　⑤アドバイス、
　　ヒント、知る
　⑥思考の広がり

☆低学年→自分なりに表現
　　　　　　　　　・・・たくさんの児童が話せる、聞ける経験
☆中学年→分かりやすく説明できる
　　　　　　　　　・・・高め合える練習、価値づける、伸ばしていく
☆高学年→的確に説明できる
　　　　　　　　　・・・自分達で作り上げる授業

何のためにペア交流しているのか
どんなよさがあるのか

子どもにも意識させること

交流
（ペア、少人数）

話したくなる授業作り

話せる環境作り

意図をもって

話す、聞く時間

反応の仕方
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（２）６月５日　研修講座「学習指導」（授業づくり）
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（２）６月５日　研修講座「学習指導」（授業づくり）
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１３の授業改善の視点

（３）９月18日　研修講座「学習指導」（授業改善）

チェックリストにして、
普段の自身の学習指導の振り返りを！

⇒授業実践の前に行い、
　　　　　　参観する際の焦点化へ
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（３）９月１８日　研修講座「学習指導」（授業改善）

今回の授業実践においても、
板書型指導案に
授業改善の視点を

組み込み
具体的な場面を
チェックリストに
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（３）９月18日　研修講座「学習指導」（授業改善）

学習過程へ
授業改善の視点と
具体的な活動を
配置すると・・・
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授業実践（泊小学校５・６年）

（３）９月１８日　研修講座「学習指導」（授業改善） 32



授業実践（泊小学校５・６年）

（３）９月１８日　研修講座「学習指導」（授業改善） 33



授業実践（泊小学校５・６年）

（３）９月１８日　研修講座「学習指導」（授業改善） 34



授業実践（泊小学校５・６年）

（３）９月１８日　研修講座「学習指導」（授業改善） 35



（３）９月18日　研修講座「学習指導」（授業改善）

協議・交流

○授業の流れ　

・児童が1時間の見通しをもって自分た　

　ちで授業を進めている

・教師はファシリテーションに徹し、指

　示が少ない

・自然と交流が始まり、個別から協働へ　

　の流れができている

○ICTの活用

・タブレットで考えを表現することによ

　って他者参照が可能に

・全体での発表がないため、思考を深め　

　る時間が確保できる

・タブレットの他にノートやプリントな

　ど、使いやすいものを選択できる
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（３）９月18日　研修講座「学習指導」（授業改善）

受講者からの声…自身の課題解決に向けた内容

○13の授業改善の視点

　・授業づくりの際に立ち返る

　・自身の授業を振り返るときに有効

○ICTについて

　・交流の際に効果的

　・児童の学びの蓄積として活用

　

○導入について

　・いかに子どもたちを引き付けるか

　・子どもたちの意欲につながる身近な題材　

　・既習事項との違いを明確に

○指導事項について

　・学習すべき内容の習得はできたのか

　・児童の思考を広げる・深めるための手立て

　

37



<成果>

・受講者に事前アンケートをとったことで、授業づくりの困り感を明確にした上で受講に臨
むことができていた。また、グループ協議の際のグループ分けにも役立てることができた。

・日々の授業づくりでの悩みなどをたくさん話すことができ、様々なヒントを得るきっかけ
となった。

・授業改善１３の視点に沿った授業づくりによって、授業改善のポイントをわかりやすく示
すことができた。

<課題>

・初任者層の先生が比較的多かった。10年～20年目の先生にも来ていただけると、より一
層話し合いが深まる。

（３）９月18日　研修講座「学習指導」（授業改善） 38



４　検証授業について

１１月２８日（木）実施　
　蘭越町立蘭越小学校　
　　１年生　長坂　真奈美教諭　算数科
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３　検証授業について

授業力の向上と校内研修の在り方
～子ども主体の授業づくりを通して～

研究主題
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３　検証授業について
視点１
『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体充的な実を図るための授業改善

視点２
教職員自身が主体的になるための研修の工夫と改善
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視点１
『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実を図るための授業改善

個別最適な学び
学習の個性化（道具の取捨選択）

協働的な学び
思考の整理・深まり

42



視点１
『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体化の充実を図るための授業改善

協働的な学び
教師の問い返しによる広がりと深まり

協働的な学び
構造的な板書による思考の整理
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視点１
『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体化の充実を図るための授業改善

個別最適な学び 協働的な学び

『個別最適な学びと協働的な学び』の授業スタイルの共有

発達段階や児童の実態に合った授業スタイル
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視点１
『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体化の充実を図るための授業改善

『自由進度学
習』をすれば
いいのかな…

『問題解決
型』の授業ス
タイルで…

『まとめ』にた
どり着くまで
は個別に…

『個別最適な学びと協働的な学び』のイメージがそろっていない…
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視点１
『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体化の充実を図るための授業改善

個別最適な学び 協働的な学び

本時の指導事項を
押さえること

毎時間の評価規準を
明確にした単元計画

児童生徒一人一人を
正確に見取るための授業デザイン
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視点２
教職員自身が主体的になるための研修の工夫と改善

発達段階や児童の実態に合った授業スタイル
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研修の内容

視点２
教職員自身が主体的になるための研修の工夫と改善

指導案検討の
進め方

指導案の形式

授業の交流の
仕方

事後検証の
進め方

『校内研修観』そのものが違う？
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視点２
教職員自身が主体的になるための研修の工夫と改善

小学校１０校 中学校７校

７校が『研修の進め方」に悩む
他校ではどのような
研修をしているのか。

いろいろな研修の進
め方を知りたい！
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４ 指導案バンクについて

明日の授業づくりの
　ヒントとなるように！
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４ オンデマンドについて

６月１１日（火） 校内研修

７月　３日（水）
ミドルリーダーによる

カリキュラム・マネジメント

８月１９日（月） 学校経営Ⅱ（教頭）
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４ 指導案バンク･オンデマンドについて
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５．研究の成果と課題

成果
・３年次の１年目として、研究につ
いて、所員の中で共通理解をする
ことができた。
・情報収集の１年として、アンケート
を実施し、現状を把握することがで
きた。
・各講座、指導案バンク等、それぞ
れ滞りなく活動することができた。

課題
・研修講座やアンケートから先生
方が、情報がほしいが、なかなか
手に入れる時間がないことがうか
がえた。

・情報発信をする際に、「誰に向け
て」のものなのかを明確にする必
要がある。
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６．来年度に向けて
３年次研究の２年目

「発信」の１年
　視点１に関わって

『個別最適な学びと協働的な学
び』のイメージを発信！！

視点２に関わって

各校の研修の橋渡しとなるような
情報発信！！

発信した内容をまとめ、
来年度の報告会で発表できるようにしていきたい。　
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後志管内各校の
ＯＪＴに寄与できる

研修センターを目指して…
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令和６年度後志教育研修センター
調査研究事業報告会

学習指導調査研究委員会

令和７年１月１０日　　

於：後志教育研修センター

ご静聴ありがとうございました。
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